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市
貝
町
、
観
光
名
所
の
目
玉
で
も
あ
る
芝
桜
公
園
。

　

２
０
２
３
市
貝
町
の
里
山
の
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

応
募
作
品
の　
「
最
優
秀
賞
」
に
輝
い
た
一
枚
の
写
真
。

　

小
貝
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
配
色
さ
れ
、

赤
、
白
、
ピ
ン
ク
、
紫
と
カ
ラ
フ
ル
な
芝
桜
の
彩
は
、

観
る
人
を
圧
巻
さ
せ
ま
す
。

　

そ
ん
な
日
中
の
芝
桜
公
園
も
、
観
光
客
の
賑
わ
い
も

過
ぎ
た
夜
時
、
星
、
光
、
空
気
、
い
く
つ
か
の
条
件
に

よ
っ
て
、
こ
ん
な
『
幻
想
的
な
光
景
に
出
会
え
る
時
が

あ
る
』
と
、
そ
ん
な
思
い
を
抱
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
う
思
う
と
、
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
数
々
の
観
光

名
所
も
、ま
た
、普
段
に
観
て
い
る
景
色
も
、季
節
折
々
、

様
々
な
条
件
の
基
に
映
し
だ
さ
れ
た
二
度
と
観
る
こ
と

の
出
来
な
い
光
景
の
一
コ
マ
で
あ
る
事
に
気
付
か
さ
れ

ま
す
。

夜
の
花
畑

撮
影
者
：
　
大
関
　
眞
基

撮
影
者
：
　
大
関
　
眞
基

芝桜公園案内芝桜公園案内
ＱＲコードＱＲコード



第229号 令和6年4月30日（2）

新
春
講
演
会

「
ガ
ン
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

～
自
分
に
向
き
合
っ
て
見
つ
け
た
夢
～
」

木
山
裕
策
氏

市
政
懇
談
会
開
催

　
新
春
研
修
会

法
人
会
女
性
部
会
　

　

法
人
会
新
春
恒
例
の
講
演
会
は
、
去
る

２
月
１
５
日
（
木
）、
歌
手
で
あ
り
ガ
ン

サ
バ
イ
バ
ー
の
木
山
裕
策
氏
を
講
師
に
お

迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。
真
岡
新
聞
、
下

野
新
聞
等
へ
の
掲
載
効
果
も
あ
り
会
場
の

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に
は
会
員
の
ほ
か

一
般
の
方
や
フ
ァ
ン
の
方
な
ど
県
内
全

域
・
遠
く
は
群
馬
県
か
ら
の
来
場
者
も
あ

り
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
会
社
員
を
し
な
が
ら
四
人

の
男
の
子
を
育
て
て
い
た
が
、
３
６
歳
の

時
に
甲
状
腺
が
ん
が
発
覚
し
、
医
師
か
ら

「
声
が
出
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
長
年

の
夢
で
あ
っ
た
歌
手
を
目
指
し
た
こ
と
。

オ
ー
デ
シ
ョ
ン
番
組
に
出
演
し
、
一
度
は

不
合
格
と
な
っ
た
も
の
の
「
子
供
た
ち
に

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
姿
を
見
せ
た

い
」
と
異
例
の
再
挑
戦
を
経
て
、
家
族
を

テ
ー
マ
に
し
た
楽
曲
「hom

e

」
で
２
０

０
８
年
に
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ーN

H
K

紅

白
歌
合
戦
に
も
初
出
場
を
果
た
し
た
こ
と
。

　

ま
た
、
闘
病
後
の
「
主
夫
」
だ
っ
た
時

の
話
や
夫
婦
で
仕
事
と
家
事
と
子
育
て
を

分
担
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
家
族
の
時
間

を
生
み
出
し
子
供
た
ち
を
交
え
て
語
ら
う

事
の
大
切
さ
、
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
よ

う
た
く
ま
し
く
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
な

ど
を
大
い
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
講
演
の
最
後
に
デ
ビ
ュ
ー
曲
の

「hom
e
」
や
カ
バ
ー
曲
「
糸
」・「
世
界
に

一
つ
だ
け
の
花
」
な
ど
名
曲
を
６
曲
も
生

で
拝
聴
で
き
、
と
て
も
感
動
的
な
素
晴
ら

し
い
講
演
で
し
た
。

　

講
演
後
の
懇
親
会
に
も
出
席
い
た
だ
き
、

木
山
様
の
思
い
や
り
が
あ
り
、
笑
顔
を
絶

や
さ
な
い
、
誠
実
で
謙
虚
さ
を
持
つ
心
優

し
い
人
柄
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
（
水
）、
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン

静
風
に
て
女
性
部
会
恒
例
の
新
春
研
修
会

を
会
員
、
来
賓
、
事
務
局
を
含
め
４
３
名

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。。

　

は
じ
め
に
真
岡
税
務
署
長
の
小
平
吉
秋

様
に
「
税
法
が
嫌
う
も
の
」
と
題
し
、
ご

講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
税
」
に
つ
い
て
三
原
則
、「
公
平
の
原

則
」、「
中
立
の
原
則
」、「
簡
素
の
原
則
」

の
説
明
、税
制
の
変
遷
に
つ
い
て
「
平
成
」

に
は
消
費
税
の
創
設
を
は
じ
め
、
様
々
な

税
制
改
革
の
内
容
等
ご
説
明
下
さ
り
ま
し

た
。
最
後
に
恣
意
的
な
経
理
で
は
税
法
に

嫌
わ
れ
る
。
事
後
に
報
告
を
す
る
と
是
正

処
理
等
好
ま
し
く
な
い
こ
と
が
起
き
る
。

何
よ
り
も
計
画
的
な
経
営
が
重
要
で
あ
る

と
結
ば
れ
ま

し
た
。

　

研
修
後
は
、

別
室
に
移
動

し
お
楽
し
み

の
昼
食
会
で

し
た
。
お
い

し
い
料
理
に

舌
鼓
。
終
始

和
や
か
に
歓

談
が
続
き
ま

し
た
。

　

真
岡
支
部
で
は
、
３
月
21
日
（
木
）
午

後
５
時
よ
り
真
岡
商
工
会
議
所
に
お
い
て
、

石
坂
真
岡
市
長
を
迎
え
、「
市
政
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
市
政
の
概
要
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
真

岡
市
に
お
け
る
少
子
化
問
題
や
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
、
工
業
団
地
の
状
況
等

や
真
岡
市
役
所
前
に
建
設
中
の
複
合
施
設

に
つ
い
て
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
岐
に
わ
た
っ
て
の
内
容
の
為
、
参
加
さ

れ
た
会
員
の
方
々
は
熱
心
に
話
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　

市
政
懇
談
会
終
了
後
は
、
石
坂
市
長
同

席
の
も
と
「
け
や
き
会
館
」
に
て
懇
親
会

を
開
催
し
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
員

の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。



第229号（3）令和6年4月30日

タ
オ
ル
一
本
協
賛
運
動

益
子
支
部

　
法
人
会
に
の
み
や
支
部

令
和
5
年
度
事
業
　

二
宮
支
部

【
立
春
交
流
会
開
催
】

益
子
支
部

　

益
子
支
部
で
は
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、

「
福
祉
施
設
な
ど
で
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
の
趣
旨
の
も
と
、
支
部
会
員
の

事
業
所
に
呼
び
か
け
「
タ
オ
ル
一
本
協
賛

運
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
１
月
１
日
か

ら
３
１
日
ま
で
の
間
、
広
く
町
内
か
ら
未

使
用
品
タ
オ
ル
を
持
ち
寄
っ
て
頂
き
、
１

９
５
本
の
タ
オ
ル
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
集
ま
っ
た
タ
オ
ル
は
令
和
６
年
２

月
２
９
日
、
益
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

訪
問
し
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

　

益
子
支
部
で
は
、
立
春
交
流
会
を
２
月

８
日
（
木
）
に
里
山
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
益

子
舘
に
て
、
２
４
名
の
会
員
及
び
地
域
の

団
体
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
～
坂
入
武
司
氏
と
仲
間
た
ち

に
よ
る
東
京
ブ
ギ
ウ
ギ
～
」
と
題
し
、
坂

入
武
司
氏
（
益
子
町
副
町
長
）
と
真
岡
ウ

イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
益
子
支
部
の
方
々

に
よ
る
室
内
管
弦
楽
で
の
演
奏
を
一
同
、

堪
能
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、

会
員
及
び
各
種
団
体
の
参
加
者
一
同
和
や

か
な
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。

　

去
る
1
月
19
日
、
に
の
み
や
商
工
会
と

共
催
に
よ
り
新
春
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

お
客
様
を
相
手
に
す
る
商
売
の
基
本
は
、

笑
顔
と
い
う
こ
と
で
、
元
お
笑
い
ユ
ニ
ッ

ト
「
モ
エ
ヤ
ン
」
の
タ
レ
ン
ト
池
辺
愛
氏
、

現
在
は
東
京
学
芸
大
助
教
を
講
師
に
招
き

「
笑
い
」
の
ス
キ
ル
に
つ
い
て
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

相
手
が
思
わ
ず
ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
し
ま

う
自
己
紹
介
に
よ
っ
て
、
第
一
印
象
が
良

く
な
る
こ
と
や
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
褒
め

方
な
ど
、
講
話
の
間
に
は
実
際
に
参
加
者

が
2
人
１
組
に
な
り
、
自
己
紹
介
を
行
う

な
ど
思
わ
ず
会
場
に
も
笑
い
が
生
ま
れ
る

な
ご
や
か
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、

「
年
明
け
に
笑

顔
に
な
れ
て
、

勉
強
に
も

な
っ
た
。
こ

れ
か
ら
商
売

に
も
生
か
し

て
い
き
た
い
」

と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま

し
た
。



第229号 令和6年4月30日（4）

　
第
１
２
回
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
展
示

令
和
５
年
度「
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

令
和
５
年
度「
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

真
岡
法
人
会
真
岡
支
部
青
年
部

真
岡
法
人
会
真
岡
支
部
青
年
部

　

令
和
６
年
２
月
２
６
日
（
月
）
に
、
つ

く
ば
経
営
戦
略
研
究
所
所
長
桑
原
務
氏
を

お
招
き
し
て
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
・
各

種
支
援
制
度
」
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
昨
年
10
月
よ
り
導

入
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
や
原
材
料
高
騰
に
伴
う
物
価
高
、

最
低
賃
金
の
引
上
げ
等
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
経
営
課
題
に
対
す
る
手
法
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

事
務
作
業
が
増
え
る
一
方
で
人
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
中
、
い
か
に
業
務
を
改
善

し
つ
つ
、
昨
今
の
著
し
い
事
業
環
境
変
化

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
各
々
が
自
社
企
業
に
置
き
換
え
て
考

え
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

真
岡
法
人
会
女
性
部
会
主
催
、
国
税
庁

後
援
に
よ
る
第
１
２
回
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
優
秀
作
品
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
位
３
賞
と
、
真
岡
市
役
所
に
は
真
岡

市
内
の
、
芳
賀
町
役
場
に
は
芳
賀
東
小
の

児
童
の
優
秀
作
品
を
中
心
に
展
示
、
税
務

署
に
は
優
秀
作
品
全
点
の
展
示
を
行
い
ま

し
た
。

真
岡
市
役
所
２
月
１
３
日
～
２
６
日

芳
賀
町
役
場
２
月
１
６
日
～
３
月
１
５
日
、

真
岡
税
務
署
２
月
１

４
日
～
３
月
１
５
日

第
１
２
回
通
常
総
会

開
催
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】令
和
６
年
６
月
７
日（
金
）

午
後
４
時

【
場
所
】フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風

「
静
風
の
間
」

※
５
月
中
に
会
員
の
皆
様
に
は
ご

案
内
状
を
送
付
い
た
し
ま
す
。出
欠

の
ご
回
報
と
欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、

委
任
状
の
ご
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。尚
、開
催
方
法
等
に
関
し

て
変
更
に
な
る
場
合
は
、出
席
の
返

信
を
頂
い
た
皆
様
に
、ハ
ガ
キ
に
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

尚
、総
会
終
了
後
に
懇
親
会
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

定休日　水曜日・木曜日

㈲小川組
代表取締役　小川 理抄

〒 321-3402  栃木県芳賀郡市貝町大字見上 326-2
TEL.0285 ー 68 ー 0411　　FAX.0285 ー 68 ー 0412
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新
入
会
員
紹
介
（
令
和
５
年
４
月
～
令
和
６
年
３
月
）

支部名 事業所名 住所

二宮 ( 株 ) ＳＡＫＵＲＡ 真岡市久下田西 5-17-5

二宮 ( 株 ) 野澤農産 真岡市上大曽 334

真岡 税理士法人ワイズティー　篠﨑税理士事務所 真岡市台町 2346

真岡 ( 株 ) エルテナ 真岡市並木町 1-8-1

二宮 税理士法人大友経理事務所 真岡市久下田 1366-6

二宮 ( 株 )カシバン 真岡市上谷貝317-1

益子 佐藤地盤 ( 株 ) 芳賀郡益子町塙 920-57

益子 ゴールドアルファー ( 株 ) 芳賀郡益子町塙 346-1

真岡 ＯＧＡＷＡ晃 ( 株 ) 真岡市亀山 2361-1

真岡 ( 株 ) ＫＲ 真岡市中郷 297-2

真岡 ( 株 ) 図面屋 真岡市亀山 1-40-18

益子 （有）とん太ファミリー 芳賀郡益子町大沢 317

真岡 （有）真岡介護センター 真岡市並木町 1-8-1

真岡 ( 株 ) ＰＡＲＡＬＥ 真岡市小林 937-3

真岡 ( 株 ) Ｗｉｎｇ 芳賀郡益子町長堤 10

真岡 リバーストンエステート( 株 ) 真岡市伊勢崎 370

真岡 ( 有 )ライフ興産 芳賀郡益子町益子 3312-1

真岡 ( 株 ) ニシオカリース 真岡市西田井字東原 1144-8

健
笑
さ
ん

（
有
）
小
川
組
　
　
　
　
小
川
　
直
人
さ
ん

　

市
貝
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
専
門
学
校
を

卒
業
し
て
平
成
26
年
に
有
限
会
社　

小
川

組
に
入
社
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
兄
が
気
仙
沼

に
あ
る
建
設
会
社
に
長
期
に
渡
り
出
張
し

て
い
た
の
で
、
私
が
地
元
の
消
防
団
、
商

工
会
青
年
部
、
青
年
会
議
所
、
建
設
業
協

会
芳
賀
支
部
青
年
の
会
に
入
会
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
、
多
く
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

建
設
業
は
私
に
と
っ
て
は
苦
労
も
多
い

で
す
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

　

社
会
資
本
は
、
多
く
の
方
に
使
っ
て
い

た
だ
き
、
後
世
に
残
る
も
の
で
す
。
仕
事

に
関
わ
っ
た
道
路
な
ど
を
通
る
時
に
思
い

出
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
に
恥
じ
な
い
社

会
資
本
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
輩
方
か
ら
色
々
教
え
て
い
た
だ
き
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
ら
れ
る
よ
う
こ
れ

か
ら
も
一
層
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

豊かな車社会の健全な発展に貢献する

代表取締役　大久保敦也

本　　　社	 栃木県芳賀郡市貝町文谷 459
TEL0285(68)2477㈹					FAX0285(68)2968

h t t p : / / t a m u r a m o t o r s . c o m /

市貝バイパス店・中古車展示場
芳 賀 郡 市 貝 町 市 塙 1167
　  0 1 2 0 - 6 8 - 2 4 7 7

那須烏山店・中古車展示場
那 須 烏 山 市 神 長 643
☎︎ 0 2 8 7 - 8 3 - 8 3 8 8

〠 321-3426

栃木県芳賀郡市貝町大字赤羽 2919 番地 -9

TEL (0285) ６８−１４３２㈹

FAX (0285) ６８−１４１９
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法 人 会 
                                 

 

   

 

法人会では、企業の税務コンプライアンス向上のための取り組みとして、企業におけ

る内部統制面や経理面に関する自主点検を推奨しています。 

企業を成長させるためには、売上を増やし、利益を上げることはもちろんですが、 

内部統制面の強化や経理面の質を向上させることも重要な要素です。 

内部統制や経理水準の向上は、「入出金が適切に管理されるようになる」「内部の不正

行為を未然に防止できる」など結果的に企業の成長にも繋がることが期待できます。 

一方、これがしっかりしていない場合には、「売掛債権が未回収となる恐れがある」「重

要書類を紛失してしまうことがある」「会社の資産が不明確になる可能性がある」など 

経営上の大きな問題へ発展することもあります。 

法人会では、こうした「自主点検」を簡単にできるようにするため、「自主点検チェッ

クシート」を作成しています。 

この取り組みは、経営者の皆様がチェックシートを活用し、企業自らが自主点検する

ことを通じて、税務コンプライアンスを向上させ、自社の成長を目指し、ひいては税務

リスクの軽減にも繋がることを期待するものです。 

経営者の皆様、自社の成長・税務リスクの軽減のために、ぜひ「自主点検チェック 

シート」をご活用ください。 

 

≪法人会とは≫ 

 法人会は税のオピニオンリーダーとして 

企業の発展を支援し、地域の振興に寄与し  

国と社会の繁栄に貢献する経営者の団体です。 

 法人会は税務署の管轄地域ごとに 44０の 

単位法人会があり、県単位の連合体として  

41 都道県連で組織され、約７５万社の企業 

が加入している団体です。 

  

 

自自主主点点検検チチェェッッククシシーートトをを活活用用ししままししょょうう  

    ～～企企業業のの税税務務ココンンププラライイアアンンスス向向上上ののたためめにに～～  

企企業業のの経経営営者者のの皆皆様様へへ 

 

 

 

 

 

一般社団法人 真岡法人会 

住所 真岡市荒町 2055 

TEL 0285-83-3477 

 

 

企企業業のの税税務務ココンンププラライイアアンンスス向向上上ののたためめのの取取組組（（自自主主点点検検チチェェッッククシシーートトのの活活用用））はは、、国国税税庁庁後後援援事事業業でですす。。  
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- 自主点検チェックシート改訂編 -

な
ど

な
ど

元
々
こ
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は

企
業
の
税
務

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

向
上
を
目
的
に

平
成
26
年
に
作
成

さ
れ
ま
し
た

こ
の
自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は

84
項
目
と
、
項
目
数
を

42
項
目
に
絞
っ
た

「
入
門
編
」
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す

な
る
ほ
ど

企
業
運
営
の

基
本
的
な
部
分
が

ま
と
ま
っ
て
い
る
か
ら

さ
っ
そ
く
使
っ
て
み
よ
う

「
入
門
編
」
は

基
本
的
な
項
目
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で

新
設
法
人
の
方
で
も

手
始
め
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
す

と
あ
る
法
人
会
の

新
設
法
人
説
明
会
会
場

先
生
、
法
人
会
の
会
合
で

「
自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
が

改
訂
さ
れ
た
と

聞
い
た
の
で
す
が…

そ
う
な
ん
で
す

こ
の
間

商
慣
行
も
変
化
し

近
年
は
消
費
税
な
ど

中
小
企
業
に
も

影
響
の
あ
る
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た

こ
れ
ま
で
と

設
問
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が

そ
う
し
た
改
正
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す

主
に
ど
こ
が

変
更
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か

例
え
ば

確
認
し
て
み
て

く
だ
さ
い

そ
う
い
え
ば

今
ま
で
「
自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
と

「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が

２
冊
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が

「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
に

一
体
化
さ
れ
ま
し
た
ね

中
小
企
業
に

お
い
て
も

経
理
水
準
の

向
上
や

内
部
統
制
を

強
化
す
る
と
い
う

企
業
努
力
が

求
め
ら
れ
て

い
ま
す
か
ら

自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

活
用
し
な
い
手
は

あ
り
ま
せ
ん

・インボイス制度についての項目が
新たに設けられた［項目 79～81］

・「具体的な点検内容」や「解説」も
　今回の改訂を機に内容が充実

若手経営者
高部さん

す
ぐ
解
説
が
見
ら
れ
て

よ
り
使
い
や
す
く

な
り
ま
し
た

ほ
う
！

真岡法人会
0285-83-3477
mokaho@pastel.ocn.ne.jp
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有
限
会
社 

塩
田
屋
百
貨
店

有
限
会
社
　
小
川
組

企 

業 

紹 

介

　

弊
社
は
昭
和
36
年
1
月
1
日
、
小
川
組

を
設
立
し
、
土
木
・
建
築
工
事
を
営
み
、

昭
和
48
年
8
月
6
日
、
組
織
変
更
に
よ
り

有
限
会
社
小
川
組
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

創
業
以
来
、
地
元
密
着
型
総
合
建
設
業

と
し
て
、
公
共
工
事
を
主
に
営
み
、
地
域

住
民
の
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た

社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
歩
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変

わ
る
中
、
平
成
18
年
７
月
に
当
社
所
有
の

土
地
を
利
用
し
、
市
貝
町
に
お
け
る
老
人

介
護
施
設
の
不
足
状
況
を
考
え
、
別
法
人

（
株
式
会
社　

オ
ガ
ワ
）
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　

地
元
密
着
の
建

設
業
で
あ
る
た
め
、

知
名
度
を
生
か

し
、
居
宅
介
護
支

援
・
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
・
認
知
症
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

機
能
訓
練
特
化
型

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
住
宅
・
訪
問

看
護
を
営
業
し
て

お
り
、
住
民
の
方

が
安
心
し
て
介
護

の
助
け
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
に

貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

建
設
業
は
、
主

に
社
会
資
本
の
整

備
を
中
心
に
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

小
規
模
事
業
所
の
特
性
を
生
か
し
、
個
人

の
方
の
仕
事
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
仕
事
か
ら
、
信
頼
を
得
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る

介
護
施
設
を
利
用
し
て
頂
く
方
や
、
施
設

で
働
い
て
く
だ
さ
る
方
も
増
え
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
か
ら
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
が
大
切
だ
と

強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
の

安
心
安
全
な
生
活

を
守
る
公
共
事
業

等
に
寄
与
し
て
い

け
る
会
社
を
目
指

し
、
従
業
員
一
同
、

一
層
精
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

弊
社
は
、
法
人
登
記
７
０
年
を
迎
え
、

ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
１
２
３
号
線
沿
い
で

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
運
営
に
て
石
油
製

品
、
ガ
ス
、
電
気
の
販
売
、
カ
ー
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、法
人
・
マ
イ
カ
ー
リ
ー
ス
や
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
施
工
（KeePerPRO

SH
O

P

）・

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
併
設
の
洗
車
場
を
運

営
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
の
業
界
の
状
況
と
し
て
、
自
動
車

の
性
能
の
向
上
に
よ
る

燃
費
向
上
や
、
二
酸
化

炭
素
（CO

2

）
を
は
じ

め
と
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
人
為
的
な
排
出
量

と
、
植
林
・
森
林
管
理

な
ど
に
よ
る
吸
収
量
を

均
衡
さ
せ
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
に

よ
り
今
後
苦
戦
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、SD

Gs

の

一
環
と
し
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
取

り
組
み
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向
け
、

事
業
を
通
じ
て
多
方
面

か
ら
社
会
の
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

地
域
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
か
ら
、SS

（
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
へ
、
そ
し

て
よ
ろ
ず
や
へ
を
目
標
に
様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
少
し
で
も
地
域

の
方
々
の
生
活
の
力
に
な
れ
る
こ
と
は
な

い
か
、
日
々
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、【
地
域
社
会
へ
の
貢
献
】

を
第
一
に
従
業
員
一
同
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。


